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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 221 0.9 △67 ― △74 ― △55 ―

20年3月期第1四半期 219 10.3 △105 ― △106 ― △97 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 △1,729.27 ―

20年3月期第1四半期 △3,039.81 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 1,382 1,292 92.5 39,847.17
20年3月期 1,463 1,347 91.2 41,576.43

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  1,279百万円 20年3月期  1,334百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― 0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 523 15.9 △93 ― △91 ― △94 ― △2,927.61

通期 1,261 25.2 6 ― 10 ― 16 ― 498.31

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(注) 詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項   
   当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用 
   指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
   なお、本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、発表日現在での将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含まれております。実際 
   の業績等は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  32,108株 20年3月期  32,108株

② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  9株 20年3月期  9株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  32,099株 20年3月期第1四半期  32,099株
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【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報
当第１四半期の連結売上高は221,148千円（前年同期比0.8％増）、営業損失は67,531千円（前年同期は営業

損失105,312千円）、経常損失は74,969千円（前年同期は経常損失106,513千円）、四半期純損失は55,507千円

（前年同期は四半期純損失97,574千円）となりました。

このうち、モバイル事業分野におきましては、売上高は71,861千円（前年同期比3.3％減）、営業損失は

25,030千円（前年同期は営業損失17,229千円）、ソリューション事業分野におきましては、売上高は149,286

千円（前年同期比3.0％増）、営業損失は42,501千円（前年同期は営業損失88,083千円）となりました。

2. 連結財政状態に関する定量的情報
①資産負債の増減
当第１四半期末の資産総額は、前連結会計年度末比81,495千円減少の1,382,162千円となりました。また負

債総額は前連結会計年度末比26,655千円減少の89,216千円、純資産は前連結会計年度末比54,840千円減少の

1,292,945千円となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第1四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末

比10,003千円増加の793,579千円となりました。なお、当四半期連結会計期間における連結キャッシュ・フロ

ーの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）
営業活動の結果得られた資金は、20,705千円となりました。 

これは主に、売上債権の減少93,110千円、のれん償却額15,773千円等の資金増加と、税金等調整前四半期純

損失54,141千円、仕入債務の減少21,726千円等の資金減少によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果使用した資金は10,701千円となりました。

これは、主に投資有価証券の取得による支出8,000千円、無形固定資産の取得による支出2,473千円、有形固

定資産の取得による支出409千円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 
財務活動によって得られた資金については、該当ありません。

3. 連結業績予想に関する定性的情報
発表日現在において、平成20年５月12日発表時の中間及び通期の業績予想と変更はございません。
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4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

該当事項はありません。

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
① 一般債権の貸倒見積高の算定方法

　 当第1 四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい

　 変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等使用して貸倒見積高を算

　 定しております。

② 棚卸資産の評価方法

　 棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価

　 額を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。

③ 経過勘定項目の算定方法

　 合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。

④ 固定資産の減価償却方法

　 定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

　 按分して算定する方法によっております。

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四

　 半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用してお

　 ります。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しておりま

　 す。

② 「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18 年7 月5 日 企業会計

　 基準第9号)を当第1 四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原

　 価法(収益の低下による簿価切下げの方法)に変更しております。

　 当該変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。

③ 所有権移転外ファイナンスリース取引について

　 「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審

　 議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指

　 針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委

　 員会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４月１日以降開始する連結会計年度に係る四

　 半期連結財務諸表から適用することができることになったことに伴い、当第1四半期連結会

　 計期間から所有権移転外ファイナンス・リース取引については通常の売買取引に係る方法に

　 準じた会計処理によっております。なお、当該リース資産の減価償却の方法については、リ

　 ース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　 ただし、平成20年３月31日以前に契約した所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

　 ては、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を適用しております。

　 この変更による四半期連結貸借対照表への影響はありません。
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末

(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 793,579 783,575

売掛金 222,447 315,558

原材料 1,464 6,221

仕掛品 18,941 15,628

その他 35,967 16,904

貸倒引当金 △185 △185

流動資産合計 1,072,215 1,137,702

固定資産

有形固定資産 25,057 29,070

無形固定資産

ソフトウエア 61,043 65,392

のれん 173,503 189,277

その他 3,601 1,152

無形固定資産合計 238,149 255,822

投資その他の資産 46,739 41,062

固定資産合計 309,946 325,954

資産合計 1,382,162 1,463,657

負債の部

流動負債

買掛金 35,029 56,755

未払法人税等 2,918 7,273

賞与引当金 7,875 4,058

その他 43,393 47,784

流動負債合計 89,216 115,871

固定負債 － －

負債合計 89,216 115,871

純資産の部

株主資本

資本金 1,854,247 1,854,247

資本剰余金 1,480,389 1,480,389

利益剰余金 △2,053,599 △1,998,092

自己株式 △1,982 △1,982

株主資本合計 1,279,054 1,334,561

少数株主持分 13,891 13,223

純資産合計 1,292,945 1,347,785

負債純資産合計 1,382,162 1,463,657
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(2) 【四半期連結損益計算書】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日

 至 平成20年６月30日)

売上高 221,148

売上原価 146,658

売上総利益 74,489

販売費及び一般管理費 142,020

営業利益又は営業損失（△） △67,531

営業外収益 473

営業外費用 7,911

経常利益又は経常損失（△） △74,969

特別利益 22,225

特別損失 1,396

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△54,141

法人税、住民税及び事業税 698

法人税等調整額 －

法人税等合計 698

少数株主利益 667

四半期純利益又は四半期純損失（△） △55,507
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日

 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四

半期純損失（△）
△54,141

減価償却費 7,398

のれん償却額 15,773

固定資産除却損 1,396

投資有価証券売却損益（△は益） △21,233

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,816

受取利息及び受取配当金 △22

持分法による投資損益（△は益） 804

売上債権の増減額（△は増加） 93,110

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,444

その他の流動資産の増減額（△は増加） 1,302

仕入債務の増減額（△は減少） △21,726

その他の流動負債の増減額（△は減少） △3,834

その他 1,124

小計 25,212

利息及び配当金の受取額 72

法人税等の支払額 △4,579

営業活動によるキャッシュ・フロー 20,705

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △409

無形固定資産の取得による支出 △2,473

投資有価証券の取得による支出 △8,000

その他 182

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,701

財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10,003

現金及び現金同等物の期首残高 783,575

現金及び現金同等物の四半期末残高 793,579

決算短信 2008年07月31日 15時03分 07099xe01_in 5ページ （Tess 1.10 20080626_01）

－6－



㈱ビーマップ(4316)平成21年３月期 第１四半期決算短信

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸

表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

(4) 継続企業の前提に関する注記

当グループは、当第１四半期連結会計期間において、55,507千円の四半期純損失を計上しており、前連

結会計期間を含めた過去３期にわたり連結営業損失を計上しました。

当該状況により、当グループには継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。

四半期連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく、以下のとおり事業再建策を実施し、

収益構造を再構築し安定した経営基盤を確立し、今後は、確実に最終黒字を達成すべく邁進することとし

ております。 

事業再建策の骨子といたしましては、①当社及び当社子会社を含めた全般的な見直しによる低採算事

業・プロジェクトの整理・統合を行い、当社の基盤ビジネスである交通・飲食店向けサービスの強化と成

長が期待できるメタデータ事業への集中投資による収益基盤の安定化、②前記①に伴う組織・人員の適正

化を図る中での固定費削減、③管理部門の体制・システム刷新と内部統制の強化によるリスク・収益性・

予実管理機能の強化、④固定資産の全般的見直しによる整理、であります。 

四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な疑義の影響を四半期

連結財務諸表には反映しておりません。
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(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年６月30日）

モバイル分野
(千円)

ソリューション分野
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社

連結
(千円)

売上高 74,352 144,860 219,213 － 219,213

営業費用 91,581 232,943 324,524 － 324,524

営業損失 17,229 88,083 105,312 － 105,312

(注) １．事業の区分の方法

　  事業は、当社が顧客に対して提供するサービスの類似性、市場の種類ならびに属性を考慮して区分しております。

２．各区分の主な製品及びサービス

事業区分 主要な製品及びサービス

モバイル事業
JRトラベルナビゲータ、b-Walker、AirCompassを始め
とする移動体向けのインフラ提供事業

ソリューション事業
画像配信システム、企業向けWebシステムの企画・開
発・運用及びシステム販売事業

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日）

モバイル分野
(千円)

ソリューション分野
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社

連結
(千円)

売上高 71,861 149,286 221,148 － 221,148

営業費用 96,891 191,788 288,679 － 288,679

営業損失 25,030 42,501 67,531 － 67,531

(注) １．事業の区分の方法

　 事業は、当社が顧客に対して提供するサービスの類似性、市場の種類ならびに属性を考慮して区分しております。

２．各区分の主な製品及びサービス

事業区分 主要な製品及びサービス

モバイル事業
JRトラベルナビゲータ、b-Walker、AirCompassを始め
とする移動体向けのインフラ提供事業

ソリューション事業
画像配信システム、企業向けWebシステムの企画・開
発・運用及びシステム販売事業

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計期間

在外連結子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計期間

海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。
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「参考資料」

（要約）前四半期連結損益計算書

前四半期

（平成20年３期第１四半期）

区分 金額（千円）
百分比

(％)

Ⅰ 売上高 219,213 100.0

Ⅱ 売上原価 195,463 89.2

　 売上総利益 23,750 10.8

Ⅲ 販売費及び一般管理費 129,062 58.8

　 営業損失 105,312 △48.0

Ⅳ 営業外収益 143 0.1

Ⅴ 営業外費用 1,344 0.6

　 経常損失 106,513 △48.5

Ⅵ 特別利益 7,105 3.2

Ⅶ 特別損失 － －

税金等調整前四半期純損失 99,407 △45.3

法人税、住民税及び事業税 1,084

法人税等調整額 － 1,084 0.5

少数株主損失 2,917 1.3

四半期純損失 97,574 △44.5
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（要約）前四半期連結キャッシュ・フロー計算書

前四半期

（平成20年３月期第１四半期）

区分 金額（千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失(△) △ 99,407

減価償却費 5,295

のれん償却額 21,512

賞与引当金の減少額 199

受取利息及び受取配当金 △ 7

持分法による投資損失 1,197

持分変動によるみなし売却益 △ 928

売上債権の増減額(増加△) 113,704

たな卸資産の減少額 3,465

その他流動資産の増加額 △ 20,715

仕入債務の減少額 △ 25,166

その他流動負債増減額(減少△) △ 6,129

その他 1,268

　 小 計 △ 5,711

利息及び配当金の受取額 57

法人税等の支払額 △ 7,819

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 13,472

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 6,297

無形固定資産の取得による支出 △ 10,000

その他 60

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 16,237

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 ―

株式の発行による支出 ―

財務活動によるキャッシュ・フロー ―

Ⅳ 現金及び現金同等物の減少額 △ 29,710

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 991,884

Ⅵ  株式交換による現金及び現金同等物の増加額 ―

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高 962,174
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